
20 26-20 29

第4 次南伊勢町総合計画
-後期基本計画-

三重県 南伊勢町

「 私たちの元気」で
輝きつづけるまち

「 輝き」を「 未来」へ
受け継ぐまち



〜総合計画に込めた思い 〜

　 南伊勢町は、「“ 私たちの元気” で 輝きつづけるまち」 を 将来像に掲げ、 町民の皆さ まととも

に歩みを 進めてまいりまし た。 第 4 次総合計画前期基本計画の４ 年間、 人口減少と 高齢化を

はじ めと する様々な 厳し い現実と 真摯に向き 合いながら 、 産業の活性化や安全安心の実現と

とも に子育て世代を 応援し 、 地域を 支え 新たな 時代を 担う「 ひと づく り 」 に力を 注いでまいり

まし た。

　 町民の皆さ まの温かいご 理解とご 協力に対し 、 心より 感謝申し 上げます。

　 後期基本計画では、こ の姿勢に加え、まちに住む方 と々 、まちを 愛し て通っ てく ださる「 外の

仲間」と が力を 合わせる、新し い「 オール南伊勢」のまちづくり を 進めてまいります。 人口が減っ

たとし ても 、 南伊勢町にあふれる海・ 山・ 人々の豊かさ が育む輝き を 次の世代に引き継いでい

かなければなりません。 皆さまと 一緒に、 笑顔を 未来へつなぐまちを めざし てまいります。

　 こ の計画には、 ふるさとフ ォーラ ム※で「 南伊勢町が大好き だ」と自ら の言葉で 真っ 直ぐ に

語っ てく れた子ども たちの、 未来への願いが込めら れています。 彼ら が誇り を 持っ て「 こ のま

ちで 暮らし たい、 働きたい」と 思える環境を 整えること 。それが、 私たち大人の責任で す。

　 一人ひとり の“ 元気” が集まり 、まち 全体の“ 輝き ”と なる。 私たち は、 そのまち が「“ 輝き ”

つ づ ける 」 ために、こ れまで 築いた 礎の上に立ち、 町民の皆さ まと 役場、 そし て南伊勢を 愛

するすべての人 と々 一体と なっ て、力強く 歩みを 進めてまいります。

　「 南伊勢町に住んで いて良かっ た」。そう 心から 実感できるまちを 、 次世代へとしっ かりと つ

ないで いく ために。そんな南伊勢町を 、とも につく っ ていきましょう 。

令和 8 年 7 月　 南伊勢町長　 上村 久仁

ご あいさ つ

※ふるさ と フ ォ ーラ ム

南伊勢町が毎年開催する、ふるさ と 教育の学習発表会やディ スカッ ショ ンの場。町内の小・ 中学生が地域の

自然や産業などを 学んだ成果を 発表し 、郷土への愛着を 育む取り 組み。
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ま ち と ひと の

海や空の青、 山の緑に映える ミ カ ン の橙。

大人たちの温かい笑顔と 、 子ども たちの笑い声。

今ま でも こ れから も 変わら ない、

南伊勢町ら し い、 ま ち と ひと を 感じ てく ださ い。

写 真 集
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ま ち と ひと の 写 真 集
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避難所で 少し でも

役に立てるよう 、

普段から 挨拶で 地域の人と

仲を 深めていき たい

レ ジ 袋はもら わな い。

繰り 返し 使えるボト ルを 使う 。

僕たち の豊かな自然を 守り た い

豊かな自然や

海を 守るため、

ご みを 出さ な い、

できるだけフ ード ロ スを

少なく する

スマート 農業を

取り 入れること で 、

経営の安定化や

労働者不足の解消に

つながると 思いまし た

地球温暖化は難しく ても 、

マイク ロプ ラ スチッ ク なら

子ども の僕たちでも 減ら せるはず

逃げていな い人がいないか

大きな 声で 確認し たり 、

坂が大変そう な 人の手を

引き な がら 避難し たいで す

もし 僕が「 こんにちは」と

話し かけること ができ ていたら 、

何か手助けでき たかもし れな いのに、

それができませんでし た。

普段から 様々な 方と つな がり を 強く し て

仲良く し ておく こと が、

災害時の助け合いにおいて

と ても 大切だと 分かり まし た

こ のまま漁業者が減っ たら 、

大好き な 刺身も 食べら れなく なる。

だから 僕たちが漁業を 盛り 上げたい

子どもたちの 声
これからの南伊勢町を担う、 小学生の想い

まちの

こ れからも 僕たち の故郷、

南伊勢町のこと を

知っ て、もっと 好き に

なり たい

私たちのふるさと

南伊勢町の

水産業を

盛り 上げていきましょう

※令和7 年度「 ふるさとフォーラ ム」の発表において、小学生から

寄せら れた主な発言から 抜粋し て掲載し ています
8



基本構想

第 1 章

9

第
1
章

　
基
本
構
想



総合計画は、まちの未来を見据え、あるべき姿を構想し 、その実現のために何をすべき

かを総合的にまと めた計画です。

1 総合計画とは

総合計画は、まちのすべての取り 組みの基本と なる最上位計画として位置づけます。分野別の個別計

画はこの総合計画に基づき策定や改定を行います。

総合計画の位置づけ

総合計画は３ つの層で 構成しています。

基本構想
まちの未来の姿を展望し 、その実現に向けた基本的

な考え方を表します。

〈 基本構想に記載している内容〉

・ まちのめざす姿

・ まちづくりの基本的な考え方

・ 町政運営の今後の方針

実行計画
実行計画は、 基本計画に基づく 具体的な施策計

画・ 事業計画で、毎年単年度の計画を策定します。

毎年各担当課が策定するため本冊子に記載はあり

ません。

基本計画 
基本構想に基づき、今後取り 組むべき施策を分野

別に定めています。分野別に策定している個別計画

も基本計画に位置づけています。

〈 基本計画に記載している内容〉

・ 全体系図

・ 重点プロジェクト（ 南伊勢町地方創生総合戦略）

・ 政策と施策

基本構想

基本計画

実行計画

計画の仕組み
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基本構想は８ 年とします。基本計画は４ 年で 見直します。実行計画は毎年単年度の計画を策定し 見直

します。

令和1 1 年度

（ 2 0 2 9 ）

令和1 0 年度

（ 2 0 2 8 ）

令和9 年度

（ 2 0 2 7 ）

令和8 年度

（ 2 0 2 6 ）

令和7 年度

（ 2 0 2 5 ）

令和6 年度

（ 2 0 2 4 ）

令和5 年度

（ 2 0 2 3 ）

令和4 年度

（ 2 0 2 2 ）

基本構想

基本計画（ 前期）
基本計画（ 後期）

実行計画

基本構想、基本計画をスタートとして、実行計画・ 予算編成、事業実施・ 管理、評価・ 検証、改善と 、

一連のサイクルが確実につながるト ータルシステムとして進行管理を行います。

計画の進行管理

計画の期間
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美し い入り 江、

登下校する子ども たちと 、畑で 、海

何気ない日常の風景や人の営みの

今私たちが幸せを 感じる、南伊勢町の姿は、こ のまちのために力

私たちが大切にし てきたのは

私たちは、いつまでも 一人ひとり の「 人」と「 暮らし 」を 大切に、人ととも に

まちが成長し 続け、時代が変化する中でも 、ここ で 暮ら す

そのため、今回の計画は、今までつないでき た

まちのめざ す姿を「『 私たちの元気』で 輝き つ づける

「 私たちの元気」で  輝
 「輝き」を「 未来」  

2 まちのめざ す姿
一人ひとり の声をかたちにこれから の南伊勢町を創ります。

12



豊かな里山。

で 、まちで 、額に汗し て働く 人たち。 

中に幸せを 感じる瞬間があり ます。

を 発揮し てきた一人ひとり の輝き によっ ても たらさ れています。

一人ひとり の「 人」と「 暮らし 」。 

輝き 、成長し ていく まちを 次の世代にも 引き 継いで いき たいと 願います。  

人が幸せを 感じ 続けら れるまちであり たいと 願います。

こ れまで のまち づく り を 大切に、発展的に継承し 、

まち　『 輝き 』を『 未来』へ受け継ぐまち」とし ます。  

で  輝きつづけるまち
  へ受け継ぐまち

13
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南伊勢が

大好き！

通うたび、

好きになる

お魚とミカンが

おいしい

3 まちづくり の基本的な
考え方

まち づく り は一人ひとり の

幸せのためにあります

いつの時代もまちづくり の

主役は私たちです

（ １ ） 大切にし たい考え方（ 基本理念）

14



海の恵みが

いっぱい！

いつでも

おかえり

これからの南伊勢、

つくろう子どもをみんなが

見てくれる

まち づく り を 進める 上で 、 多く の課題に直面するでし ょ う 。

その時、ど のよう に対処し ていっ たら いいのか。

その判断基準はいつも「 南伊勢町で 暮ら す私たち が

『 し あわせ』 である か」と いう こ と です。

南伊勢町に暮ら す人や関わる 人、

まさ し く すべての力を 結集し て、

みんなでまちを 輝かせていく こ れから のまちづく り においても 、

こ の価値観や考え 方はこ れから も 変わり ません。

一人ひと り の幸せのために、

「 私たち 」 が主役と なっ てまち づく り に取り 組みます。

15
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「 オール南伊勢」の
まちづく り

みんなの元気でまちを輝かせるためには、南伊勢町に暮らす人や

関わる人などまちをもっと 良くし たいと いう 共通の思いをもったす

べての人の力を総結集し 、まちづくりを進めること が不可欠です。

これからまちづくりを進めるための基本姿勢を「 『 オール南伊勢』

のまちづくり」 とします。

まちづくり の基本姿勢

3 まち づく り の基本的な 考え 方

（ 2） まちづくり に取り 組む基本姿勢

16



ともに歩む役場

南伊勢町で 暮らす一人ひとり の幸せのために、役場は町民の声

を聞き、政策と いう 形に具体化し 、南伊勢町に暮らす一人ひとり

の喜びを実感できるよう にしていく こと が大切です。

まちづくりを進めるための役場の基本姿勢を「 ともに歩む役場」 と

します。

役場の基本姿勢
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経済・ 産業の再生

切迫する巨大地震、激甚化する気象災害、

感染症等の新たな脅威

本町は、 温暖な気候と 豊かな海に恵まれ、 一次

産業がまちの産業・ 経済全体に大きな役割を果

たし てきまし た。 一方で、まちの産業の長期にわ

たる低迷から 産業全体の就業者は減少の一途を

辿り、産業の縮小・ 衰退が様々な生活のサー

ビスを低下さ せ、まちの産業をさらに衰退さ

せると いった課題に直面しています。さらに

は日本全体が様々な面で 縮小する時代と

向かう 中、経済や産業も 取り 組みを転換し

再生すべき時代がきています。

本町の町域の多く は全般的に急峻な山林

が占め、海に面し たわずかな沿岸部の低平

地に民家が集中し ており 、 地震や津波、 風

水害等の自然災害に対し て脆弱な地理的

条件と なっています。 南海トラフ 巨大地震に

よる被害が危惧さ れているほか、 近年激甚

化する 気象災害や感染症への対応など 新

たな脅威への対応が求められています。

3 まち づく り の基本的な 考え 方

（ 3） 本町を取り 巻く５つの大きな課題
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急速な少子化

超高齢化

地域社会の持続

本町の人口は全国並びに三重県の平均より

も 約 5 0 年 早く ピ ーク を 迎え、 人 口 減 少の

加速化と 同時に 少子化も 加速化し ており 、

2 0 4 5 年 に は年 少 人 口 が 1 1 1 人（ 2 0 1 8

年国立社会保障・ 人口問題研究所推計） に

なると 推計さ れています。このままで はまちの

活力が失われるととも に、こ のまち が成り 立

たなく なるほど の大きな影響を 及ぼします。

本町は、 老年人口・ 老年人口比率が 1 9 8 0

年の 3 , 3 9 3  人（ 1 4 . 2 ％） から  2 0 2 0 年に

は 5 , 8 6 7 人（ 5 3 . 5 ％） に 上昇し 、こ の 4 0

年間で 急速に高齢化が進みまし た。2 0 4 5 年

には老年人口比率が 7 1 . 2 ％（ 2 0 1 8 年国

立社会保障・ 人口問題研究所推計） を占め

ると 推計さ れており 、さらなる超高齢化を踏ま

え、私たちの意識や行動も 転換すべき時代が

きています。

1 9 6 0 年頃から 急速に進む人口流出により

地域社会の持続が困難になり つつあります。

また、 日本全体が人口減少に進む中、 様々

な面で 縮小する 社会へ向かいつつあります。

さら には、 情報化社会の進展や SD Gs ※ 6 の

理念の浸透など 社会そのも のが変容するとと

も に地球規模の環境破壊が私たちの生活へ

も 影響を 及ぼすなど 、 地域社会の持続に影

響を及ぼす新たな要因が生じてきています。
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まちづくり で大切にする考え方

５ つの大きな課題に対処するため、

次の５ つの考え方を大切にまちづくりを進めます。

産業・ 経済

子ども に継がせたい、
稼げる仕事があるまちへ
今、 小さ な子どもたちが、 大人になっても 南伊

勢町に住みたいと 思ってく れたら 嬉し いで す

ね。ずっと 住み続けるためには、仕事が必要で

す。 産業が元気で、 子ども たち が安心し て働

き、稼げる仕事を残します。

安全・ 安心

命と 生活を 守る
幸せを 実感するまちへ
私たちが安心し て幸せに暮ら せる未来のために、できること は何で

しょう か。 南海ト ラフ 巨大地震をはじ めとする様々な脅威に備えた生

活環境を、ハード 整備だけでなく ソフト 面も 含めて、整えていきます。

P2 2へ

P2 2へ

3 まち づく り の基本的な 考え 方

（ 4） 本町が進める大切な５つの考え方

2 0



子育て

まちづくり

子ども たちの育ちと 、
子育て世代を 応援するまちへ

私たちの希望を 実現し 、
未来へ輝きをも てるまちへ

子どもたちがいるだけで、地域に元気が湧いてきます。そんなま

ちであるために、子育て世代を応援します。若者にとって魅力的

なまちには次世代を担う 人たちが集まります。まちぐるみで 子育

て応援日本一をめざします。

この南伊勢町を 未来へつないで いく ために、 今見えている

課題はもちろん、 未来も 見据えたグローバルな視点で の行

動や取り 組みを考え、進めていきます。

健康

高齢者を はじ め、
誰も が元気なまちへ
元気に活躍する高齢者が多いのが南伊勢町

です。 町民の大半を占める高齢者の活躍は、

そのまままちの力になっています。生きがいや

活躍の場が増え、誰も が元気に暮ら せる取り

組みを進めていきます。

P2 3へ

P2 3へ

P2 4へ
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子ども に継がせたいと 思う

稼げる仕事があるまちづく り を 進めます

安全と 安心と 生活を 守り 、 幸せを 実感する

暮らし やすい

まちづく り を 進めます

このまちに住みたい、 住み続けたいと

思える ためにも 、 地域の産業を 再生

し 、 稼ぎ働き がいがも てる 環境をつく

ります。

南海トラフ 巨大地震をはじ めとする様々な脅

威に備え、このまちで安心して幸せに暮らす

こと ができるよう 生活の環境を 整えていく こ

と が必要であり 、ハード 整備だけでなく ソフ

ト 面も 含め町民が安心し て暮ら すこと がで

きる環境を整えていきます。

働きやすく 稼げる「 活力ある産業・ 経済」

町民の命と 生活を 守る「 安全安心のまち」

・ 稼ぐ 力を育む　

・ まちの賑わいと 活力を生み出す拠

点づく り 　

・ 働きがいがもてる社会　

・ 新たな産業を生み出す

・ 生活の安全・ 安心対策の推進

・ 生命の保護、まちの重要な機能維持、

被害の最小化　

・ 生活基盤の整備による地域と 経済の活

性化や平時から の災害への備え

・ 激甚化する災害、感染症など 新たなる

脅威への対応

3 まちづくり の基本的な考え方／（ 4） 本町が進める大切な５つの考え方
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心豊かな暮らし のできる、 高齢者を はじ め

誰も が元気なまちづく り を 進めます

子ども の成長を 祝い、 子ども たちの

健やかな育ちと 子育て世代をまちぐるみで

全力で応援する

まちづくり を 進めます

急速な高齢化が進む本町ですが、 元気に活躍す

る高齢者も 多く 、町民の大半が高齢者である本町

で は高齢者の活躍がまちの力と なっています。 生

きがいや活躍の場、憩いの場が広がること で 心豊

かな暮らし を 実現し 、 高齢者をはじ め誰も が元気

に暮ら せる取り 組みを進めていきます。

地域に子ども たちがいること がまちに活力を 生

み出します。 子育て世代を 応援すること で 若者

にとって魅力的なまちに生まれ変わり 、 定住に

つながること で 次世代を 担う 人材を生み出しま

す。そのためにも 、まちぐるみで 全力で子育てを

応援しこのまちが子育て応援日本一と 言われる

よう 取り 組みを進めます。

心豊かに元気に暮ら す「 誰も が元気なまち」

まちぐ るみで全力で応援し めざす「 子育て応援日本一のまち」

・ 高齢者が元気で 輝く 心身の豊かさ の実現

・ 笑顔あふれる生涯現役・ 生涯活躍

・ 多世代による支えあい

・「 生活を支える医療・ 福祉」 の充実

・ 健やかな育ちと 生きる力を育む

・ まちぐるみで 子育て世代を全力で 応援する

・ 若者が住みたいと 思えるまちをつく る

・ 次世代を担う 人材の育成
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地方創生の取り 組みを 加速し 、 私たちの

希望を 実現するまちづく り を 進めます

地域社会の持続のためには既存の課題だけでなく グ

ローバルな視点での流れを捉え未来を見据えた行動

を促し 必要な取り 組みを進めます。

全ての力を 結集し た「 輝きをも てるまち」

・ 町内外の力を結集し たまちづく り

・ 私たちの夢や希望を実現する未来への挑戦

・ 未来へバト ンを渡せる輝きをもてる社会づく り

・ SDG sの理念を取り入れた持続可能なまちづくり

町政運営の今後の方針

SD G sについて

地域の課題を一つひと つ解決し 、町民と 行政＝「 私たち」 の信頼関係を基礎とし たまちづく りを推進

します。そのためにも 、行政のコンプライアンス（ 法令遵守など ） の徹底や不祥事を防ぐ 内部統制シ

ステムの構築、 町政情報の公開など 、 町民に信頼さ れる町政運営のための取り 組みを 一層推進し

ます。

持 続 可 能な 開 発 目 標（ SD Gs） と は、 平 成 1 3（ 2 0 0 1） 年に 策 定さ れたミ レ ニ アム開 発 目 標

（ M DGs） の後継とし て、 平成 2 7（ 2 0 1 5 ） 年 9 月の国連サミット で 採択さ れた「 持続可能な開発

のための 2 0 3 0 アジェンダ」 に記載さ れた令和 1 2（ 2 0 3 0 ） 年までの世界がめざす国際目標です。

1 7 のゴールと 1 6 9 のタ ーゲット から

構成さ れ、地球上の「 誰一人取り 残さ

ない」 ことを誓っています。

本町でも 総合計画の各施策に、 関連

する SDGs を 照らし 合わせ、 持続可

能なまちづく りをめざします。まずは世

界の共通目標である SDGs を 多く の

方が知り 、意識や取り 組みの拡大を進

めていく 必要があります。

3 まちづくり の基本的な考え方／（ 4） 本町が進める大切な５つの考え方
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